
近
代
中
国
の
文
人
、
随
筆
家
、
評
論
家
、
漫
画
家
と
し
て
著
名
な
豊
子
憧
(
一
八
九
八
|
一
九
七
五
)
は
、
と
り
わ
け
晩
年
に
『
源

氏
物
語
』
の
中
文
訳
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
豊
子
慢
は
、
一
九
三
O
年
一
月
十
日
づ
け
の
『
東
方
雑
誌
』
「
中
国
美
術

号
」
の
巻
頭
に
「
中
国
美
術
現
代
芸
術
上
的
勝
利
」
と
題
す
る
論
文
を
掲
載
し
て
い
る

。
こ
の
論
文
に
関

し
て
は
先
行
研
究
も
い

く
つ

か
あ
る
、
れ
叫
本
稿
で
は
西
欧
や
日
本
の
同
時
代
の
文
化
的
環
境
と
の
関
連
の
な
か
で
、
本
論
文
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

豊
の
論
文
の
論
旨
は
、
そ
の
冒
頭
に
す
で
に
明
ら
か
だ
。
す
な
わ
ち
、
現
代
の
西
洋
美
術
は
東
洋
美
術
の
影
響
を
顕
著
に
被
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
数
千
年
来
、
自
国
の
伝
統
の
う
ち
に
安
ら
っ
て
き
た
中
国
美
術
は
、
一
躍
欧
州
の
新
時
代
の
芸
術
界
に
雄
飛
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
が
現
代
芸
術
の
い
わ
ば
導
師
た
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
証
拠
こ
そ
印
象
派
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
後
期
印
象
派

で
あ
り
、
加
え
て
中
国
上
代
の
画
論
は
、
欧
州
の
近
代
美
学
と
あ
い
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、

東
洋
画
優
位
論
の
成
立
と
そ
の
知
的
背
景

|
|
豊
子
憧
「
中
国
美
術
現
代
芸
術
上
的
勝
利
」
再
読

稲
賀

「
東
洋
画
法
西
漸
」
問
題
の
所
在

に
み
ら
れ
る
「
中
国
画
化
」

繁
美
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興
美
術
を
代
表
す
る
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ
l

の
芸
術
論
も
、
中
国
の
絵
画
理
論
と
一
致
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る

。

最
近
半
世
紀
以
来
、
美
術
上
忽
然
発
生
了
奇
怪
的
現
象
、
即
現
代
西
洋
美
術
顕
著
地
蒙
了
東
洋
美
術
的
影
響
、
市
千
絵
年
来
偏

安
於
亜
東
的
中
国
美
術
忽
一
躍
而
雄
飛
於
欧
洲
的
新
時
代
的
芸
術
界
、
為
現
代
芸
術
的
導
師
了
。
這
有
確
撃
的
証
接
、
即
印
象
派

与
後
期
印
象
派
絵
画
的
中
国
画
化
、
欧
洲
近
代
美
学
与
中
国
上
代
画
論
的
相
通
、
俄
羅
斯
新
興
美
術
家
康
定
斯
奇
(
同
日
丘
百
件
可
)

的
芸
術
論
与
中
国
画
論
的
一
致

。

(
一
頁
)

で
現
代
の
西
洋
絵
画
に
お
い
て
「
東
洋
画
化
」
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
、
す
な
わ
ち
「
東
洋
画
法
西
漸
」
の
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
(
下
)
で
「
感
情
移
入
」
と
「
気
韻
生
動
」
と
の
類
比
性
か
ら
、
「
東
洋

画
」
の
「
理
論
的
西
漸
」
を
説
く
。
あ
た
か
も
東
洋
画
法
の
西
漸
そ
し
て
東
洋
画
法
理
論
の
西
漸
が
、
疑
問
の
余
地
な
き
事
実
で
あ
る

か
の
よ
う
に
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
最
初
に
問
う
べ
き
は
、
な
ぜ
豊
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
も
つ
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

こ
の
仮
説
あ
る
い
は
断
言
を
前
提
と
し
た
豊
は
、
以
下
本
文
(
上
)

と
の
問
い
だ
ろ

う
。

「
印
象
派
受
東
洋
画
的
影
響
」
一
諜
推
爾
の
系
譜

日
目
頭
の
議
論
に
続
き
、
豊
は
自
ら
こ
の
疑
問
に
答
え
て
い
る
。
「
這
不
僅
是
我
何
東
洋
人
的
話
、
欧
洲
人
自
己
也
曾
這
様
自
白
。
近
代

美
術
史
家
諜
推
爾
(
目
岳
山
三
冨
E
Z

円
生
於
一
八
六
O
年
、
欧
戦
前
数
年
逝
世
)
在
其
名
著
十
九
世
紀
法
国
絵
画
史
中
言
様
説
着
」

。

す
な
わ
ち
、
我
々
東
洋
人
が
と
や
か
く
言
う
ま
で
も
な
く
、
欧
米
人
自
身
が
豊
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
「
自
白
」
し
て
い
る
、
と
い
う

わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
豊
が
根
拠
と
し
て
引
用
す
る
の
が
、
リ
ヒ
ヤ
ル
ト
・
ム
l

タ
l

。
そ
の
「
法
国
絵
画
史
」
と
は
木
下
杢
太
郎
が
一

九
一
九
年
に
-
訳
出
し
た
「
リ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ム
ウ
テ
ル
」
『
十
九
世
紀
仏
国
絵
董
史
』
。
原
典
は
目
。

E
E

富
三

Z
F
問
?
な
守

b
g
h
r
誌

や
8
8

旨
.
R
b
R
~
-
p
h
R
R

回
。
ユ5
w
吋
目
。F
2
5
2

。

あ
き
ら
か
に
こ
の
木
下
訳
を
利
用
し
つ
つ
、
豊
は
抜
粋
し
て
こ
う
引
用
す
る

。
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『
日
本
美
術
対
於
欧
洲
美
術
有
深
大
的
影
響
、
是
無
可
疑
議
的
事
。
欧
洲
的
版
画
、
従
日
本
的
色
刷
上
所
得
不
少
。
配
列
色
彩
的
斑
貼
市

生
的
快
感
、
或
用
色
彩
為
装
飾
、
作
成
自
由
的
全
局
的
諮
調
等
技
巧
、
都
是
従
日
本
画
家
習
得
的
』
。

た
と
え
ば
マ
ネ
に
触
れ
て
、
次
、
ぎ
の
よ
う
に
ム
l

タ
l

を
引
用
す

る
。
『
然
印
象
主
義
在
色
彩
観
照
的
貼
上
所
蒙
東
洋
影
響
並
不
甚
深
。
馬
南
(
冨
g
E
)
所
屡
試
的
奔
放
的
構
図

、

可
説
是
西
班
牙
画
家

谷
雅

(
C。
ヨ
)
得
来
的。
谷
雅
的
作
品
中
、
例
如
描
着
幽
霊
地
飛
来
的
可
伯
的
犬
的
頭
的
画
、
己
経
可
説
是
従
日
本
画
的
構
図
法
上
得

到
要
領
的
了
』
。
(
二
頁
)

こ
う
し
た
一
般
論
に
続
き
、
さ
ら
に
個
々
の
画
家
に
つ
い
て
は
、

ま
た
ド
ガ
に
つ
い
て
は
『
至
於
布
局
開
放
的
大
家
、
到
了
賓
加
(
口
。
雪
印
)
、
完
全
是
一
個
日
本
画
家
了

。

東洋画優位論の成立とその知的背景

従
来
支
配
欧
洲
芸
術
的
美
的
標
準
、
被
他
完
全
顛
倒
』
。
す
な
わ
ち
マ
ネ
に
お
け
る
色
彩
観
照
に
印
象
派
の
特
徴
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を

東
洋
の
影
響
と
断
定
し
、
ま
た
そ
の
マ
ネ
が
あ
る
い
は
一
八
六
五
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
滞
在
中
に
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
、

ゴ
ヤ
晩
年
の
通
称
「
聾
の
家
」
の
壁
画
に
見
え
る
、
空
を
飛
ぶ
悪
霊
や
、
土
に
埋
も
れ
る
犬
の
構
図
を
、
す
で
に
早
く
も
日
本
画
特
有

の
構
図
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
も
の
、
と
解
説
す
る
。
さ
ら
に
ド
ガ
に
至
つ
て
は
、
こ
れ
を
完
全
に
一
個
の
日
本
人
画
家
、
と
ま
で
言

い
含
め
る

。

豊
は
ド
ガ
に
関
し
て
は
、
木
下
訳
を
比
較
的
忠
実
に
借
用
し
て
い
る
(
「
ド
ガ
ア
出
己
包

g
'
C
2
自
己
ロ
白
色
m
R

ロ
o
m
g

に
至
つ
て
は
、

是
れ
実
に
日
本
画
家
無
く
し
て
は
考
へ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
迄
欧
州
芸
術
を
支
配
し
た
あ
る
美
的
標
準
は
彼
に
依
つ

て
全
く
顛
倒
せ
し
め
ら
れ
た
」
[
岩
波
全
集
版
第
二
十
巻
一
五
五
頁
]
)
。
だ
が
、
マ
ネ
に
関
し
て
は
、
い
さ
さ
か
強
引
な
我
田
引
水
が
見

マ
ネ
は
ゴ
ヤ
か
ら
の
感
化
で
十
分
日
本
画
の
構
図
法
を
要
領
し
え
た
、
と
の
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
マ
ネ
エ
の
如
き
は
歌
麿
や
北
斎
が
な
く
て
も
彼
の
為
し
た
だ
け
の
こ
と
は
仕
遂
げ
た
に
相
違
な
い
。」「
彼

の
マ
ネ
の
屡
試
み
た
奔
放
な
る
構
図
の
如
き
も
寧
ろ
ゴ
オ
ヤ
か
ら
獲
来
っ
た
と
謂
っ
た
方
が
可
い
。
殊
に
或
風
景
中
に
幽
霊
の
如
く
飛

び
込
ん
で
来
る
か
の
驚
く
べ
き
犬
の
首
の
絵
の
知
は
、
蓋
し
己
日
本
画
の
構
図
法
の
要
領
を
得
て
ゐ
る
も
の
と
稀
す
べ
き
で
あ
る
」
(
同

ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
木
下
訳
で
の
ム
l

タ
l

は
、
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一
五
四
頁
一
な
お
木
下
訳
は
、
魔
女
が
飛
朔
す
る

『
ア
ス
モ
デ
ナ
』
と
『
埋
ま
る
犬
』
を
一
枚
の
絵
と
混
同
し
た
様
子
)
。
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豊
が
欧
米
人
の

「
自
白
」
を
幾
分
窓
意
的
な
解
釈
で
ね
じ
曲
げ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

。
だ
が
さ
ら
に

問
う

べ
き
は
、

し
て
、
豊
が
利
用
し
た
ム
l

タ
l

の
見
解
は
、
当
時
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
見
解
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
の
問
い
だ
ろ
う
。

実
は
、
版
画
に
お
け
る
日
本
の
影
響
を
力
説
す
る
ム
i

タ
l

の
立
場
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
趣
味
が
よ
う
や
く
世
紀
末
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

ア
ー
ト
で
広
く
隆
盛
を
迎
え
た
ド
イ
ツ
語
圏
の
現
象
を
背
景
と
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
ム
l

タ
l

は
一
九
O
O
年
、
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
た
ク
リ
ム
ト
ら
の
分
離
派
∞
。
の
2
3
0
ロ
展
に
お
け
る
日
本
美
術
展
に
興
味
を
抱
き
、
そ
れ
に
論
評
を
加
え
て
い
た
批
評
家
だ
っ
た
。

そ
の
展
覧
会
評
で
、
ム

l

タ
l

は
一
方
で
は
、
左
右
対
称
を
わ
ざ
と
崩
し
、
透
視
図
法
に
捕
ら
わ
れ
な
い
自
在
な
構
図
感
覚
に
こ
そ
日

本
の
美
意
識
の
特
徴
を
み
る
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
シ
ェ
ノ

l
(
一
八
三
O
l

一
八
九
O
)
の
日
本
装
飾
美
術
論
を
利
用
し
、
他
方
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
の
起
源
を
日
本
美
学
の
受
容
に
見
て
い
た
デ
ュ
レ
の
論
説
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。

八
0
年
代
以
降
、

テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ュ
レ

は
、
八
四
年
の
マ
ネ
の
遺
作
売
り
立
て
の
責
任
者
で
あ
り
、
ま
た
、

フ
一
フ
ン
ス

(
一
八
三
八
|
一
九
二
七
)

南
部
の
葡
萄
畑
を
襲
っ
た
病
害
虫
フ
イ
ロ
ク
セ
ラ
に
よ
る
壊
滅
的
な
打
撃
か
ら
、
家
業
の
コ
ニ
ャ
ッ
ク
製
造
が
傾
く
や
、
自
分
の
絵
画

蒐
集
の
盛
大
な
売
り
立
て
を
し
て
、
ド
ガ
か
ら
絶
交
を
申
し
渡
さ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
逸
話
を
残
す
。

一
九
O
二
年
に
は
『
マ
ネ
伝
』

を
世
に
問
い

一
八
六
五
年
、
逃
避
行
で
マ
ド
リ

ツ
ド
に
滞
在
中
の
マ
ネ
と
の
出
会
い
を

綴
っ
て
も
い
た
。

か
れ
は
、

マ
ネ
や
ド
ガ
そ

し
て
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
最
後
の
生
き
証
人
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
『
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
歴
史
』
(
一
九
O
六
)
は
権
威
を
な

し
、
ま
た
印
象
主
義
美
学
を
日
本
と
結
び
付
け
る
急
先
鋒
と
し
て
著
名
だ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
批
評
家
の
見
解
を
、
ド
イ
ツ
語
圏

で
、
よ
り
体
系
化
し
て
広
め
る
の
に
一
役
か
っ
た
の
が
、
批
評
家
ム

l

タ
ー
だ
っ
た
。
ム

l

タ
l

の
著
書
は
、
木
下
杢
太
郎
が
大
正
二

年
(
一
九
一
三
)
に
原
本
を
入
手
し
た
段
階
で
、
す
で
に
絶
版
、
木
下
自
ら
は
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)

の
序
文
で
、
著
者
没
後
の
本

書
翻
訳
刊
行
を
「
時
期
を
失
し
た
」
も
の
、

と
自
噸
す
る
。
だ
が
大
正
十
年
(
一
九
こ
こ
に
来
日
し
た
豊
に
と
っ
て
、
本
書
は
新
知

識
の
宝
庫
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
ろ
う
。

こ
こ
で
、

つ
い
で
に
述
べ
て
お
く
な
ら
、
豊
子
憧
は
『
東
方
雑
誌
』
特
集
号
発
刊
の
前
年
、

一
九
二
九
年
に

上
海
世
界
書
院
か
ら

は
た
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フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
伝
を
上
梓
し
て
い
る
。
そ
の
『
谷
詞
生
活
』
は
、
実
は
先
述
の
デ
ュ
レ
が
著
し
た

S
b

む
。h
b
(一
九
二
ハ
)
を
下

敷
き
に
し
て
黒
田
重
太
郎
(
一
八
八
七
l

一
九
七
O
)
が
な
し
た
、
日
本
語
の
評
伝
『
ゲ
ン
・
ゴ
オ
グ
』
(
一
九
二
こ
を
、
豊
が
短
縮
・

翻
案
し
て
な
っ
た
書
物
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
豊
は
、
と
り
わ
け
欧
州
美
術
に
お
け
る
日
本
の
影
響
を
強
調
す
る
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
の
批
評
家
た
ち
の
説
に
日
本
経
由
で
接
し
、
自
ら
の
確
信
を
深
め
て
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
西
棋
偉
が
指
摘
し
た

と
お
り
、
こ
の
『
谷
詞
生
活
』
で
、
サ
ン
・
レ
ミ
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
が
壁
に
日
本
の
浮
世
絵
を
貼
っ
て
い
た
、

と
の
証
言
の
く
だ
り
に
、
豊
は
中
国
人
の
読
者
を
慮
っ
た
も
の
か
、
「
日
本
の
版
画
」
の
横
に
「
中
国
の
絵
画
」
を
割
り
込
ま
せ
る
、
と

い
う

H

改
憲
H
を
施
し
て
も
い
たd
近
年
の
欧
州
絵
画
に
日
本
の
影
響
の
あ
る
こ
と
は
多
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
お
う
お
う
に
し
て
そ

こ
で
は
中
国
が
無
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
事
態
へ
の
ひ
そ
か
な
憤
慨
、
あ
る
い
は
隠
さ
れ
た
自
尊
心
が
、
豊
を
し
て
、
フ
ァ
ン
・

ゴ
ツ
ホ
は
中
国
絵
画
に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
、
と
い
っ
た

事
実
歪
曲
μ
な
い
し

H

虚
偽
担
造
u

に
向
か
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

東洋画優位論の成立とその知的背景

大
正
日
本
の

「
支
那
趣
味
」
と
文
人
画
復
興

そ
の
翌
年
の
刊
行
さ
れ
た
『
東
方
雑
誌
』
の
論
文
に
は
、
豊
自
身
に
よ
る
弁
明
あ
る
い
は
理
屈
づ
け
と
も
見
ら
れ
る
一
節
が
あ
る
。
「
在

近
代
西
洋
画
都
是
蒙
日
本
画
的
影
響
的
、
却
並
未
説
起
中
国

日
本
画
実
在
就
是
中
国
画
的
一
種
」
(
玉
頁
)。
す
な
わ
ち
、
西
洋
画

へ
の
日
本
の
影
響
ば

そ
こ
で
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
日
本
画
が
中
国
画
に
淵
源
を
発
し
て
い
て
、

這
裏
須
得
加
叙
一
段
挿
話
、

即
日
本
画
与
中
国
画
的
関
係

。

如
上
所
述
、

画
。
這
是
因
為
日
本
画
完
全
出
於
中
国
画
、

か
り
が
言
い
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

日
本
画

と
豊
は
主
張
し
て
い
る
。
原
因
の
う
ち
に
結
果
を
還
元
す
る
の
は
い
か

に
も
乱
暴
で
、
こ
の
議
論
で
は
い
か
に
浮
世
絵
版
画
が
中
国
本
来
の
美
学
か
ら

ρ

逸
脱
H

は
つ
ま
る
と
こ
ろ
中
国
画
の
一
種
だ
、

と
い
う
事
実
な
の
だ
、

し
て
い
る
か
は
、
す
べ
て
捨

象
さ
れ
て
し
ま

う
。
だ
が
こ
れ
を
単
純
に
、
豊
の
自
国
貝
原
買
と
見
な
す
の
は
当
た
ら
な
い
。
周
到
に
も
豊
は
、
こ
う
し
た
考
え
を
、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
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人
の
説
と
し
て
引
用
す
る
。

這
也
不
僅
是
中
国
人
的
話
、
日
本
人
自
己
都
這
様
承
認
。
現
代
日
本
老
大
家
中
村
不
折
在
他
的
『
支
那
絵
画
史
』
的
序
文
中
説
一

『
支
那
絵
画
是
日
本
絵
画
的
父
母
。
不
憧
支
那
絵
画
而
欲
研
究
日
本
絵
画
、
是
無
理
的
要
求
。
』
又
現
今
有
名
的
中
国
画
研
究
者
伊

勢
専
一
郎
也
曾
経
這
様
説
一
『
日
本
一
切
文
化
、
皆
従
中
国
舶
来
、
其
絵
画
也
由
中
国
分
支
市
成
長
。
恰
好
比
支
流
的
小
川
的
対
於

本
流
的
江
河
。
在
中
国
美
術
中
加
一
種
地
方
色
、
即
成
為
日
本
美
術
。
』
故
日
本
絵
画
史
在
内
幕
中
幾
平
就
是
中
国
絵
画
史
。
(
三
頁
)

日
本
の
「
老
大
家
」
中
村
不
折
、
「
有
名
な
中
国
画
研
究
者
」
伊
勢
専
一
郎
を
自
分
の
権
威
づ
け
に
動
員
し
、
中
国
絵
画
は
日
本
絵
画

の
父
母
で
あ
り
、
日
本
絵
画
は
中
国
絵
画
と
い
う
本
流
の
い
わ
ば
支
流
に
す
ぎ
な
い
、
と
の
か
れ
ら
の
主
張
を
借
用
す
る
こ
と
で
、
豊

は
「
有
名
的
所
謂
土
佐
派
、
光
琳
派
、
浮
世
絵
派
、
長
崎
派
、
南
宗
派
、
都
不
外
明
清
美
術
的
反
映
」
と
の
結
論
を
導
き
だ
す

。
浮
世

絵
も
畢
寛
明
代
、
清
代
の
中
国
美
術
の
派
生
な
り
、
と
す
れ
ば
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
の
病
室
に
あ
っ
た
浮
世
絵
の
背
後
、
あ
る
い
は
傍

ら
に
、
「
中
国
」
の
存
在
を
付
加
・
追
認
す
る
こ
と
は
、
豊
に
と
っ
て
、
な
ん
ら
答
め
ら
れ
る
べ
き
逸
脱
で
も
担
造
で
も
な
く
、
当
然
の

修
正
作
業
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
こ
で
、
ほ
か
な
ら
ぬ
中
村
不
折
(
一
八
六
六
|
一
九
四
三
)
と
伊
勢
専
一
郎
(
一
八
九
一

l
e
-
-

一
九
四
八
)
を
持
ち
出
し
た
選
択
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
豊
も
書
名
を
明
記
し
て
い
る
と
お
り
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の

は
中
村
不
折
の
『
支
那
絵
画
史
』
(
一
九
一
三
)
、
伊
勢
専
一
郎
の
『
支
那
の
絵
画
』
(
一
九
二
二
)
と
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
美
術
を
論
ず
る

著
作
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
だ
。
中
国
を
専
門
と
す
る
日
本
の
文
人
や
学
者
た
ち
が
、
中
国
を
日
本
の
「
父
母
」
で
あ
り
、
中
国
を
し
て

日
本
と
い
う

「
支
流
」
に
対
す
る
「
本
流
」
と
尊
敬
し
て
み
せ
た
の
は
、
当
時
な
お
ご
く
普
通
か
つ
当
然
と
い
っ
て
よ
い
(
美
術
関
係

の
分
野
で
、
支
那
を
皮
め
日
本
を
東
洋
の
代
表
と
見
な
す
論
調
が
高
ま
る
の
は
、
三

0
年
代
前
半
以
降
だ
ろ
う
)
。
さ
ら
に
中
国
回
帰
、

文
人
画
伝
統
の
再
評
価
は
、
辛
亥
革
命
を
へ
て
中
華
民
国
が
成
立
し
、
日
本
が
大
正
時
代
を
迎
え
た
頃
か
ら
の
最
新
流
行
。
不
折
や
伊

勢
は
、
そ
う
し
た
潮
流
に
先
鞭
を
つ
け
、
主
導
し
た
、
代
表
格
の
位
置
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
世
界
の
一
等
国
と
な
っ
た
自
負
に
満
ち
た
、
大
正
日
本
に
特
有
の
中
国
へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て

F
-
f一
、

ナ
I

中
/
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は
な
る
ま
い
。
吉
野
作
造
や
内
藤
湖
南
ら
の
時
事
論
説
や
、
当
時
の
総
合
雑
誌
『
中
央
公
論
』
、
『
太
陽
』
の
論
説
に
も
伺
え
る
よ
う
に
、

世
界
に
向
か
っ
て
東
洋
の
自
己
主
張
を
始
め
た
日
本
は
、
政
治
外
交
に
あ
っ
て
も
、
中
国
に
た
い
し
て
自
ら
の
権
益
を
主
張
し
始
め
て

い
た
。
山
東
問
題
で
北
京
大
学
を
振
り
出
し
に
学
生
の
対
日
抗
議
(
五
・
四
運
動
)
が
高
ま
っ
た
の
も
一
九
一
九
年
の
こ
と
。
そ
う
し

た
世
相
の
な
か
、
儒
教
と
漢
字
文
化
圏
と
い
う
一
衣
帯
水
の
近
し
さ
を
理
由
に
、
ま
た
中
国
旅
行
の
流
行
な
ど
も
重
な
り
、
中
国
を
我

が
事
と
し
て
内
に
取
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
も
、
大
正
当
時
の
教
養
主
義
的
中
国
ブ

l

ム
の
底
に
は
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
じ
っ
さ
い
、

豊
自
身
、
自
国
文
明
の
名
誉
を
言
い
立
て
る
が
た
め
に
、
「
父
母
」
か
ら
み
れ
ば
「
子
女
」
に
過
ぎ
な
い
は
ず
の
国
の
文
人
墨
客
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
黒
田
の
『
ゲ
ン
・
ゴ
オ
グ
』
や
、
木
下
杢
太
郎
訳
の
『
十
九
世
紀
仏
園
絵
書
一
史
』
が
続
々
と
出
版
さ

れ
た
頃
に
日
本
留
学
の
経
験
を
も
っ
た
豊
は

日
本
の
画
壇
や
論
壇
の

「
閑
熱
」
ぶ
り
に
感
染
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
日
本
に
お
け

東洋画優位論の成立とその知的背景

る
中
国
文
人
画
再
評
価
の
動
き
に
も
目
を
み
は
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
日
本
に
お
け
る
最
新
の
動
向
を
肥
や
し
と
し
て
こ
そ
、

豊
の
帰
国
後
の
旺
盛
な
執
筆
活
動
も
可
能
と
な
っ
た
。
だ
が
、
自
国
を
論
ず
る
の
に
、
他
国
の
権
威
と
い
う
虎
の
衣
を
借
り
る
こ
と
に

は
、
自
尊
心
を
い
た
く
傷
つ
け
ら
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
中
国
絵
画
に
関
す
る
最
も
権
威
あ
る
著
作
が
、
日
本
人
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
る
、

と
い
う
|
|
愛
国
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
う
え
な
く
屈
辱
的
な
|
|
状
況
が
、
大
正
日
本
に
は
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

そ
し
て
実
は
そ
こ
に
、
豊
自
身
の
現
代
中
国
に
対
す
る
慨
嘆
も
隠
さ
れ
て
い
た
。
豊
は
こ
う
続
け
る
。
「
此
等
画
派
漸
漸
発
達
展
進
、

就
成
為
華
麗
閑
熱
的
近
代
日
本
画
壇
、
市
遠
惇
其
影
響
於
西
洋
的
印
象
派
。
這
様
看
来
、

中
国
画
輿
日
本
画
的
確
有
像
「
父
母
」
対
於

子
女
的
関
係
、
然
而
現
在
的
中
国
画
壇
似
平
遠
不
及
日
本
画
壇
的
閉
熱

。
量

「
父
母
」
巴
経
衰
老
了
腰
!
」
(
三
頁
)。
す
な
わ
ち
、

本
絵
画
は
飛
鳥
奈
良
時
代
よ
り
こ
の
か
た
、
中
国
か
ら
の
影
響
を
反
映
し
な
が
ら
漸
次
発
達
を
遂
げ
、

日

つ
い
に
は
西
洋
の
印
象
派
に
ま

で
影
響
を
与
え
る
に
至
っ
た
。

そ
も
そ
も
日
本
画
は
中
国
画
を
「
父
母
」
と
す
る
子
女
の
立
場
だ
っ
た
の
に
、
現
代
の
中
国
画
壇
は
、

と
豊
は
思
わ
ず
祖
国
の
窮
状
を
嘆

は
老
い
表
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
!

日
本
画
壇
の
勢
い
に
は
遠
く
及
ば
な
い

。
な
ん
と

「
父
母
」

129 

か
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
こ
の
一
節
、
あ
た
か
も
浮
世
絵
も
「
近
代
日
本
画
壇
」
の
う
ち
に
含
め
て
い
る
よ
う
で
、
「
近
代
」
の
定
義
に
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お
け
る
中
日
間
の
混
乱
を
反
映
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
混
乱
の
裏
に
は
、
大
正
日
本
で
経
験
し
た
「
近
代

」

の
熱
気
を
、
三
0
年
代
を

迎
え
る
上
海
に
移
入
し
、
も
っ
て
、
中
国
の
文
化
的
老
衰
状
態
を
打
破
し
よ
う
と
意
気
込
む
、
三
十
代
始
め
の
随
筆
家
の
決
意
を
も
、

読
み
取
る
べ
き
だ
ろ
う
。

四

「
後
期
印
象
派
受
東
洋
画
的
影
響
」

中
国
美
術
の
世
界
史
的
な
復
権
ー
ー
と
い
う
豊
の
期
待
|
|
の
到
来
を
告
知
す
る
出
来
事
と
し
て
、
豊
子
憧
が
と
り
わ
け
注
目
し
た

の
が
、
後
期
印
象
派
と
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ

l

の
画
論
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
浮
世
絵
の
印
象
派
へ
の
影
響
よ
り
も
、
さ
ら
に
長

い
歴
史
的
尺
度
で
、
し
か
も
さ
ら
に
深
い
思
想
史
的
な
射
程
を
も
っ
て
、
「
中
国
美
術
在
現
代
芸
術
上
的
勝
利
」
を
確
信
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
か
ら
だ
。
以
下
、
ま
ず
最
初
に
、
豊
に
よ
る
後
期
印
象
派
の
評
価
と
、
そ
の
知
的
背
景
を
検
討
し
よ
う
。
豊
は
こ
う
述
べ
る
。

這
反
現
実
運
動
名
目
「
後
期
印
象
派
」
(
司
g
Z
E

司
円2
2

。
ロ
)
、
後
期
印
象
派
是
西
洋
画
的
東
洋
画
化
。
這
也
不
僅
是
我
伺
中
国

西
洋
的
後
期
印
象
派
以
後
的
画
家
、
都
有
東
洋
美
術
讃
美
的
表
示
。
且
在
他
例
的
思
想
上
、
技
法
上
、
分
明
表
示
着

人
説
的
話
、

中
国
画
化
的
痕
跡
。
可
分
別
略
述
之

玉
頁
)

こ
こ
で
も
、
後
期
印
象
派
に
お
い
て
、
「
西
洋
画
」
が
「
東
洋
画
化
」
し
た
と
い
う
一
方
的
な
宣
言
が
み
ら
れ
、
ま
た
西
洋
画
の
「
東

洋
画
化
」
に
加
え
て
、
思
想
上
で
も
技
法
上
と
も
「
中
国
化
」
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
と
、
よ
り
中
国
を
強
調
す
る
0
4
S
E
E
M肖2
3
0
ロ
3

は
、
本
来
E

司
g
t
B
胃
2
2
。
E
m
B
3

と
あ
る
べ
き
言
葉
。
一
九
一

O
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
批
評
家
、

す
る
の
が
通
説
で
、
グ
ラ
フ
ト
ン

・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
『
マ
ネ
と
後
期
印
象
派
』
展
の

ロ
ジ
ャ
l

・
フ
ラ
イ
の
発
案
と

(
無
書
名
の
展
覧
会
序
文
は
今
日
で

は
デ
ス
モ
ン
ド

・

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
帰
さ
れ
る
)
に
よ
っ
て
人
口
に
槍
突
し
た
。
豊
は
そ
の
「
三
大
首
領
」
と
し
て
秦
痕

(
Q
N
S
E

)、

谷
詞

(
C
o
m
F
)

、
果
岡
(
の
m
g
m
gロ
)
を
挙
げ
、
さ
れ
に
そ
れ
に
つ
づ
く
「
野
獣
派
」
(
司
担
当
目
立
)
の
大
家
と
し
て
馬
蹄
斯

(
y
p
t
g。
)
、 130 
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房
董
根
(
〈
釦
ロ
ロo口
問
。
ロ
)
お
よ
び
特
郎
(
ロ

2
3

ロ
)
を
挙
げ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ツ
ホ
、
ゴ
l

ギ
ヤ
ン
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ

の
批
評
家
ユ
リ
ウ
ス
H
マ
イ
ヤ
l

・
グ
レ
ー
プ
エ
が
こ
の
三
人
を
「
表
現
主
義
者
同
一
ぷ
v
g
ω
3
0
2
ω窓
口
」
と
命
名
し
た
の
が
始
め
と
さ

れ

フ
ラ
イ
も
原
則
的
に
こ
の
定
義
は
引
き
継
ぎ
つ
つ
、マ
テ
イ
ス
の
世
代
ま
で
を
含
め
る
概
念
と
し
て
、H
J
)
ω
t
E
M
)

円
2
3
。
ロ
呂
田
を

提
唱
し
た
。

日
本
で
は
、
柳
宗
悦
が
雑
誌
『
白
樺
』
に
「
革
命
の
画
家
」
(
一
九
二
一
)
を
発
表
し
、
そ
の
官
頭
で
い
ち
早

く

ロ

ジ
ャ
l

・
フ
ラ
イ

に
よ
る
企
画
「
マ
ネ
と
後
印
象
派
」
が
ロ
ン
ド
ン
で
巻
き
起
こ
し
た
甲
論
乙
駁
の
様
子
を
伝
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
セ
ザ
ン
ヌ
を
「
革

命
の
画
家
」
と
す
る
見
方
が
強
調
さ
れ
た
背
景
に
は
、
多
分
に
日
本
独
自
の
事
情
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
『
白
樺
』

で
有
島
未
生
馬
[
生
馬
]
が
セ
ザ
ン
ヌ
紹
介
の
記
事
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
こ
で
有
島
は
、
先
述
の
テ
オ
ド

l

ル
・
デ
ュ
レ
著
『
印
象

派
の
画
家
た
ち
の
歴
史
』
(
一
九
O

六
)
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
章
を
利
用
し
て
お
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
音
山
図
的
に
、
デ
ュ
レ
の
主
張
を
誤
訳

東洋画優位論の成立とその知的背景

し
て
伝
え
て
い
た
か
ら
だ
。
デ
ュ
レ
は
、
「
セ
ザ
ン
ヌ
を
革
命
的
な
画
家
と
み
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
謹
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
主

張
し
て
、
印
象
派
の
な
か
で
も
過
激
派
だ
っ
た
セ
ザ
ン
ヌ
に
市
民
権
を
与
え
る
べ
く
努
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
有
島
は
、
そ
の
デ
ユ
レ

の
禁
令
を
堂
々
と
破
っ
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
「
革
命
精
神
に
最
も
深
く
突
入
し
、

革

命
の
画
家
」

旧
套
を
」
憎
む
画
家
と
し
て
描
き
出
し
た
。
だ
が

セ
ザ
ン
ヌ
と
い
う
表
象
は
、
極
東
の
日
本
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
時
代
の
要
請
に
ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
画
家
像
だ
っ
た
。

当
時
、
武
者
小
路
実
篤
を
中
心
と
す
る
白
樺
派
は
、
山
脇
信
徳
の
『
停
車
場
に
て
』
と
い
う
作
品
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
木
下
杢
太
郎

と
「
絵
画
の
約
束
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
論
争
を
開
始
し
て
お
り
、
セ
ザ
ン
ヌ
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
の
「
自
我
の
主
張
」
を
擁
護
し
、
伝

統
や
因
習
を
打
破
す
る
姿
勢
に
理
想
を
見
る
の
が
、
白
樺
派
の
教
条
と
な
っ
て
い
た
。
武
者
小
路
実
篤
に
捧
げ
ら
れ
た
柳
の
「
革
命
の

画
家
」
は
、
白
樺
派
き
つ
て
の
理
論
家
が
、
表
現
主
義的
な
ハ
イ
ン
ド
の

『
後
期
印
象
派
』
を
も
参
照
し
つ
つ綴
っ
た
、
自
派
弁
護
の

宣
言
だ
っ
た
。
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と
ま
れ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
、
ゴ
l

ギ
ヤ
ン
が
西
洋
絵
画
史
の
転
換
点
を
な
す
、と
の
認
識
は
二
0
年
代
に
は
日
本
に
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お
い
て
も
ひ
ろ
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
黒
田
重
太
郎
の
『
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
』
(
大
正
九
年
一

一
九
二
O
)
の

「
序
説
|
セ
ザ
ン
ヌ
の
死
」

lま

「
対
象
を
凝
視
し
て
形
骸
を
忘
る
々
時
、

セ
ザ

人
は
自
然
の
核
心
に
霊
通
す
る
力
を
あ
た
へ
ら
れ
る
。
ゴ
オ
ギ
ヤ
ン
、
ゴ
オ
グ
、

ン
ヌ
は
正
に
そ
う
云
ふ
人
達
で
あ
っ
た
」
(
六
頁
)
と
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
で
の
解
釈
を
阻
唱
し
て
、
豊
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
あ
っ
て
は
、

自
然
の
模
倣
で
は
な
く
主
観
的
変
形
が
芸
術
の
本
質
を
な
す
、
と
主
張
す
る。
「
他
説
芸
術
是
自
然
的
主
観
的
変
形
、
不
可
模
写
自
然
、

以
自
己
為
「
自
然
的
反
響
」
」
(
六
頁
)
。
(
た
だ
し
「
主
観
的
変
形
」
は
セ
ザ
ン
ヌ
自
身
の
言
葉
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
理
論

的
考
察
を
め
ぐ
ら
し
た
、
モ

l

リ
ス
・
ド
ニ
の
用
語
で
、
当
時
す
で
に
田
中
喜
作
、
黒
田
重
太
郎
な
ど
が
日
本
語
に
訳
し
て
い
ら
。

ま
た
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
に
あ
っ
て
は
霊
気
的
世
界
の
想
像
力
に
よ
る
創
造
が
重
視
さ
れ
(
「
創
造
霊
気
持
的
世
界
的
、
只
有
想
像
」
)
、
「
生

「
奔
放
熱
烈
」
な
線
僚
や
色
彩
が
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
「
芸
術
的
表

命
的
流
中
」
に
永
遠
の
姿
態
を
見
る
能
力
が
評
価
さ
れ
、
画
家
の

現
」
を
な
す
も
の
と
さ
れ
る
。
「
生
命
」
と
い
い
「
表
現
」
と
い
い
、
当
時
の
流
行
語
で
あ
る

。
ま
た
ゴ
l

ギ
ヤ
ン
に
あ
っ
て
は
、
堕
落

し
た
文
明
を
捨
て
て

タ

ヒ
チ

(
日E
S

と
誤
記
)

「
蛮
人
島
」
で
、
原
始
的
生
活
に
戻
り

。コ

「
清
純
強
健
的
人
」

一
個
の

へ
と
再
生

し
た
、
ゴ
l

ギ
ヤ
ン
の

ご
個
真
的
蛮
人
」
宣
言
が
引
用
さ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
た
豊
は
、
総
じ
て
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
は
心
霊
的
活
動
を
極
端
な
ま
で
に
尊
重
す
る
こ
と
を
力
説
し
、
例
え
ば
セ
ザ

ン
ヌ
の
林
檎
は
も
は
や
食
す
た
め
の
果
実
で
は
な
く
、
そ
れ
と
し
て
独
立
し
た
存
在
と
な
っ
た
純
粋
な
林
檎
を
見
て
取
る
(
「
然
而
這
頭

果
不
是
供
人
吃
的
果
物
、
這
是
為
頭
果
自
己
的
頭
果
、
頭
果
的
独
立
的
存
在
、
純
粋
的
頭
果
」
[
六
頁
]
)

。

こ
の
よ
う
に
、

一
九
二
O
年

代
の
日
本
で
も
顕
著
な
、
純
粋
造
形
へ
の
志
向
を
見
せ
つ
つ
も
、
精
神
主
義
的
な
傾
向
は
、
豊
の
論
文
に
も
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る

。

否
そ
れ
ば
か
り
か
、
部
分
的
に
は
豊
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
誇
張
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
強
調
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
豊
は
、

三
O
年
の
論
文
で
、
セ
ザ

ン
ヌ
の
言
葉
と
し
て
、
こ
ん
な
引
用
を
す
る

。

『
高
物
因
我
的
誕
生
市
存
在
。
我
是
我
自
己
、
同
時
又
是
高
物

万
物
は
我
ゆ
え
に
生
ま
れ
存
在
す
る
、
云
々
で
、
こ
れ
で
は
、

的
本
元
。
自
己
就
是
高
物
、
情
我
不
在
、
神
也
不
存
在
了
』
(
五
頁
)
。

唯
我
論
と
い
う
ほ
か
な
く
、

お
よ
そ
敬
度
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
っ
た
セ
ザ
ン
ヌ
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
発
言
だ
。
ど
こ
で
こ
ん
な
混
線
が 132 
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発
生
し
た
の
か
、
な
か
な
か
突
き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
よ
う
や
く
判
明
し
た
。
豊
は
中
井
宗
太
郎
の
『
近
代
塞
術
概
論
』
(
一

九
二
二
)
を
『
近
代
肇
術
要
綱
』
(
一
九
三
四
)
と
し
て
中
国
語
に
抄
訳
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
井
の
著
書
の
「
ポ
オ
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
の

人
及
び
塞
術
」
と
題
す
る
章
に
は
、
先
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
に
関
す
る
説
の
出
所
と
み
ら
れ
る
箇
所
(
一
六
五
頁
)
と
と
も
に
、
そ
の

冒
頭
に
次
の
よ
う
な
引
用
が
み
ら
れ
る
。
「
我
の
誕
生
に
よ
っ
て
寓
物
は
生
ま
れ
る
。
我
は
自
分
で
あ
る
と
同
時
に
高
物
の
本
元
で
あ
る
。

自
己
は
寓
物
で
あ
り
、
我
が
存
在
し
な
け
れ
ば
神
も
ま
た
存
在
し
な
い
」
(
中
井
、

一
五
四
頁
)。

実
は
こ
の
引
用

マ
イ
ス
タ
!
・
エ

ツ
ク
ハ
ル
ト
に
由
来
す
る
神
秘
主
義
の
唯
心
論
だ
っ
た
の
だ
が
、
豊
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
セ
ザ
ン
ヌ
自
身
の
言
葉
と
取
り
違
え
た
ら

し
い
。

否
む
し
ろ
、
事
実
誤
認
を
犯
し
て
で
も
、
こ
の
言
葉
を
セ
ザ
ン
ヌ
に
帰
せ
し
め
た
い
志
向
性
が
、
豊
の
う
ち
に
宿
っ
て
い
た
、

と
い
う
べ
き
か
。
と
い
う
の
も
、
西
洋
画
の
中
国
画
化
の
様
相
を
、
い
わ
ば
表
面
的
に
現
象
と
し
て
分
析
し
た
の
に
続
き
、
論
文
の
後

半
で
豊
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
「
西
洋
現
代
美
学
説
」
に
中
国
上
代
以
来
の
美
学
|
|
心
象
風
景
と
し
て
の
山
水
ー
ー
と
共
通
す
る

要
素
の
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
。

東洋画優位論の成立とその知的背景

五

感
情
移
入
と
気
韻
生
動

論
文
後
半
の
意
図
は
、
冒
頭
の
一
文
に
明
確
で
あ
る
。
「
深
進
一
歩
、
更
可
牟
西
洋
現
代
的
美
学
説
俄
羅
斯
康
定
斯
奇
的
新
画
論
来
同

中
国
上
代
的
画
論
相
構
通
、
而
証
明
中
国
美
術
思
想
的
先
進
」
(
八
頁
)
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
の
カ
ン
デ
ィ
ス
キ

l
(
康
定
斯
)
の
画
論
、

『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』6
2
0
2
E

仲
間
。
呂
島
⑦
時
間
E
5
F
5
5
)
と
中
国
上
代
の
理
論
、
と
り
わ
け
気
韻
生
動
と
を
比
較

し
、
両
者
が
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
思
想
が
西
洋
よ
り
も
先
進
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
、
と
い
う
の

が
、
そ
の
目
論
み
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
準
備
と
し
て
、
豊
は
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
(
一
八
五
一
|
一
九
一
四
)
や
「
服

133 

爾
開
弐
」
[
ブ
オ
ル
ケ
ル
ト
匂O
H
H
何
百
ロ
g

〈
o
F
o
z

一
八
四
八
|
一
九
三
O
]
の
感
情
移
入
説
と
、
気
韻
生
動
と
の
親
近
性
を
訴
え
る
。
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近
世
西
洋
美
学
者
家
普
思
(
寸
z
a
B
E
3
ω
)
有
「
感
情
移
入
」
(
回
目
P
E
E
凶m
ω
F
8
2
0
)
之
説

。

所
謂
「
感
情
移
入
」

(
国
民
己H
E
口
問
)
、
又
称
「
移
感
」
、
就
是
投
入
自
己
的
感
情
於
対
象
中
、
輿
対
象
融
合
、
奥
対
象
共
喜
共
悲
而
暫
入
「
無
我
」
、
或

「
物
我
一
樫
」
的
境
地。
這
輿
康
徳
[
同
m
E
け
]
所
謂
「
無
関
心
」
(
品
店
百
件
。
店
主
主
ロ

g
m
)
意
思
大
致
相
同
。
(
九
頁
)

そ
し
て
近
代
美
学
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
、
世
界
の
学
者
の
注
意
を
引
い
た
こ
の
説
の
神
髄
は
、し
か
し
す
で
に
謝
赫
[
中
国
南
北

朝
時
代
、
南
替
(
四
七
九
|
玉

O
二
)
に
活
躍
]
が
唱
え
て
以
来
、
「
一
千
四
百
年
に
わ
た
っ
て
東
洋
絵
画
鑑
賞
の
う
え
の
唯
一
の
標
準

そ
し
て
そ
れ
も
、
豊
の
自
分
勝
手
な
「
臆
説
」

で
あ
っ
た
」
気
韻
生
動
の
説
に
よ
っ
て
「
説
破
」
さ
れ
て
い
る
、
と
豊
は
主
張
す
る
。

な
ど
で
は
な
く
、
「
日
本
の
中
国
上
代
画
論
研
究
者
」
た
る
金
原
省
吾
(
一
八
八
八
|
一
九
五
八
)
、
伊
勢
専
一
郎
、
園
頼
三

一
|
一
九
七
三
)
ら
が

一
致
し
て
説
く
と
こ
ろ
、
と
付
け
加
え
る
(
九
頁
)
。
豊
は
ま
た
し
て
も
自
説
の
根
拠
を
、
日
本
の
学
者
た
ち
に

(
一
八
九

求
め
て
い
た
。

豊
が
直
接
利
用
し
た
の
が
伊
勢
の
『
支
那
の
絵
画
』
(
一
九
二
二
)
と
園
の
『
芸
術
創
造
の
心
理
』
(
一
九
二
二
)
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

す
で
に
西
模
偉
に
指
摘
が
あ
る
。
伊
勢
の
著
書
に
見
え
る
主
張
「
気
韻
生
動
は
千
四
百
年
前
に
、
感
情
移
入
説
(
国5
E
E
C
ロ
m
ω
F
8
2
0
)

の
心
髄
を
最
も
端
的
に
説
破
し
た
言
葉
で
あ
る
」
(
十
頁
)
と
比
べ
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
部
分
が
、
豊
に
よ
る
伊
勢
の
著
述
か
ら
の
引

き
写
し
で
あ
る
こ
と
も
明
白
だ
。
ま
た
、
園
の
著
作
か
ら
は
豊
は
直
接
に
引
用
を
取
り
、
園
に
よ
れ
ば
、
「
気
韻
生
動
こ
そ
が
芸
術
の
最

高
の
心
境
で
あ
り
、
感
情
移
入
を
さ
ら
に
一
歩
さ
き
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
園
は
俸
南
田
の
画
論
を
賛
美
し
て
、
リ

ッ
プ
ス
の
見

解
は
、
中
国
清
初
の
俸
南
田
に
よ
っ
て
、
と
っ
く
に
「
説
破
」
さ
れ
て
い
る
」
と
、
以
下
そ
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
す
る
(
十
頁
)
。
さ

ら
に
豊
が
同
じ
『
東
方
雑
誌
』
の
特
集
号
に
載
せ
た
ほ
か
の
ふ
た
つ
の
論
文
は
、
金
原
の
『
支
那
上
代
画
論
研
究
』
(
一
九
二
四
)
か
ら
、

豊
が
自
ら
要
約
抜
粋
の
う
え
翻
訳
し
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
細
部
に
は
豊
自
身
の
読
書
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
観
察
も
挟
ま
れ
る
。
例
え
ば
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
伝
記
『
詞
谷

生
活
』
を
編
ん
だ
経
験
か
ら
だ
ろ
う
、
ゴ
ツ
ホ
の

言
葉
が
こ
う
引
用
さ
れ
る

。

「
小
小
的
花
!
這
巳
能
喚
起
我
用
眠
一
俣
都
不
能
測
知
的
深

も
ち
ろ
ん
、
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的
思
想
」
(
十
一
頁
)
。
こ
れ
は
ア
ル
ル
時
代
の
フ
ァ
ン
・
ゴ
ツ
ホ
の
手
紙
に
み
え
る
一
節
で
、
た
っ
た
一
本
の
草
の
芽
を
凝
視
す
る
こ

と
か
ら
底
無
し
の
思
念
が
広
が
る
様
を
述
べ
た
部
分
だ
ろ
う
が
、
実
は
そ
こ
で
フ
ァ
ン
・
ゴツ
ホ
が
思
い
描
い
て
い
た
の
は
、
た
っ
た

の
姿
だ
っ
た
(
手
紙
五
四
二
)。

さ
ら
に
こ
の
一
節
を
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ

ホ

一
本
の
草
の
芽
を
素
描
す
る
、
「
哲
学
者
の
よ
う
な
日
本
人
」

が
綴
っ
た
と
き
、
そ
の
机
上
に
は
、
間
違
い
な
く
S
.

ピ
ン
グ
が
刊
行
し
た
月
刊
美
術
雑
誌
『
芸
術
の
日
本
』
(
一
八
八
八
|
一
八
九
一
)

の
最
初
の
三
冊
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
第
一
巻
官
頭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ピ
ン
グ
は
た
っ
た
一
本
の
花
の
う
ち
に
宇
宙
を
示
唆
す
る
日
本

の
美
学
を
称
賛
し
て
み
せ
て
お
り
、
こ
の
一
節
は
や
が
て
ヴ
ィ
l

ン
の
作
家

。

へ
l

タ
1

・
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
や
美
術
批
評
家

ヘ
ル
マ
ン
・

バ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
二
十
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
の
評
論
家
、
カ
イ
ザl
リ
ン
ク
と
い
っ
た
面
々
に
よ
っ
て
も
連
綿
と
語
り
継
が
れ
る
逸

話
と
な
か
。

こ
の
よ
う
に
、
世
紀
末
か
ら
表
現
主
義
へ
と
移
る
な
か
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
受
容
さ
れ
た
東
洋
起
源
の
美
学
思
想
が
、

こ
に
き
て
日
本
経
由
で
中
国
に
ふ
た
た
び
還
流
し
、
豊
の
思
索
に
思
わ
ぬ
陰
影
を
与
え
て
い
た
。

東洋画優位論の成立とその知的背景

---.L. 
ノ、

南
画
復
権
と
近
代
中
国

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
l

の
『
芸
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』
が
豊
の
関
心
を
引
く
に
至
っ
た
事
情
は
す
で
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。
豊
も

こ
う
記
し
て
い
る
。
「
我
例
把
気
韻
生
動
解
釈
到
了
這
地
歩
、
自
然
要
想
起
了
現
代
俄
羅
斯
的
康
定
斯
奇
(
問
自
己
百
件
可
)
的
新
画
論
」

(
十
五
頁
)
と

。

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ

l

の
「
革
新
運
動
」
を
豊
は
「
表
現
主
義
的
」
で
あ
り
、
そ
の
「
純
粋
絵
画
」
は
「
内
面
的
響
」
を
、

形
態
言
語
と
色
彩
言
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
も
の
、
と
規
定
す
る
(
十
六
頁
)
。
こ
こ
で
言
う
「
精
神
的
方
面
」
と
は
芸
術
の
根
源
に
し

て
、
「
内
的
必
然
」
性
に
依
っ
て
自
己
表
現
を
試
み
る
も
の
。
形
式
に
お
い
て
彼
は
「
極
端
的
革
命
」
を
「
企
求
」
し
て
お
り
、
だ
か
ら
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こ
そ
作
品
の
題
名
も
「
構
図
(
同
0
5
3
2
t
。
ロ
)
」
、
あ
る
い
は
「
即
興
(
同
日
官
己
民
主
弓
ロ

)
[
3
3
E
M
)
g
i
s
t

。
ロ
]
」
と
さ
れ
、
純
粋
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「
に
精
神
的
な
響
き
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
は
、
「
近
代
音
楽
」
の
め
ざ
し
た
「
暗
示
的
実
在
」
が
獲
得
さ
れ
て
お
り
、
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ

l

l土

「
近
代
精
神
」

「
勇
敢
な
選
手
」

の

で
あ
る
、

と
評
さ
れ
る
。

芸
術
上
的
精
神
的
方
面
」
正
是
康
定
斯
奇
的
主
眼
。
他
以
為
這
是
形
成
作
品
的
精
髄
的
、
這
是
創
作
活
動
的
指
導
者
。

這
因
了

内
的
必
然
的
道
程
市
作
成
内
的
「
純
粋
絵
画
的
構
図
」
(
ロ
目
同
2
ロ
自
己
2
目
。
Z

問
。
B
3
m
E
oロ
)。
康
定
斯
奇
対
於

「
内
的
必
然
」

(
r
g
o円。
z
o
g
g

全
ユ
o
E
F
t
-一R
Z
o
g
g
島
仲
間ZE
3
]
)尤
為
強
調
。
他
的
画
中
有
「
形
的
言
語
]
(
『
R
B
g
a
名
門
R
F
O
)輿

「
色
的
言
語
」
(
司R
Z

ロ
z
ω宮
古
宮
)
向
我
例
示
告
一
種
神
的
精
神

。

他
所
見
的
、
芸
術
的
世
界
是
隔
着
廓
然
的
城
壁
市
輿
自
然
対

抗
着
的
王
国
、
有
精
神
的
「
内
面
的
響
」
(
同
ロ
ロ2
R
E
s
-
m
)在
演
奏
微
妙
的
音
楽
。
僅
就
這
点
看
来
、

画
論
奥
中
国
上
代
的
気
韻
生
動
説
非
常
近
似
(
十
六
頁
)
。

巳
可
驚
訪
康
定
斯
奇
的

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
l

の
著
作
は
、
す
で
に
木
下
杢
太
郎
が

「
芸
術
中
の
精
神
的
要
素
」
と
し
て
『
美
術
新
報
』
一
三
二
号
以
下
三
号

に
わ
た
っ
て
(
大
正
二
年
[
一
九
一
三
]
)
掲
載
の
「
洋
画
に
於
け
る
非
自
然
主
義
的
傾
向
」
で
要
訳
紹
介
し
、
同
志
社
大
学
教
授
、
園

頼
三
が
同
誌
に
一
九
一
五
年
に
は
完
訳
を
掲
載
し
て
い
た
。
先
に
も
触
れ
た
園
の
『
芸
術
創
造
の
心
理
』
(
一
九
二
二
)
が
、
豊
の
そ
も

そ
も
の
発
想
源
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ
l

の
言
う
精
神
的
な
「
内
面
的
響
」
が
、

「
気
韻
生
動
」
と
「
密
切
的
関
係
」
を
も
っ
以
上
、
「
気
韻
生
動
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
永
遠
に
芸
術
創
作
の
重
要
な
条
件
と
な
る
」
、

と
豊
は
結
論
づ
け
る
。
そ
の
う
え
で
豊
は
、
千
絵
年
に
わ
た
っ
て
精
神
性
を
重
視
し
て
き
た
東
洋
画
を
、
物
質
性
の
追
求
と
分
析
に
囚

わ
れ
て
き
た
西
洋
画
と
対
比
さ
せ
る
。
そ
こ
で
豊
は
南
画
家
の
橋
本
関
雪
を
引
く
。

山

水
画
奥
花
鳥
画
是
東
洋
人
的
創
見
、
在
千
絵
年
前
早
巳
発
達
。
由
此
可
知
我
何
的
祖
先
懐
着
何
等
清
醇
淡
雅
的
思
想

1

対
於
肉
感
的
泰
西
人
的
芸
術
実
在
是
足
幹
的
!

対
於
一
株
樹
一
菜
花
、
都
能
用
豊
富
的
同
情
来
表
現
其
所
有
的
世
界
、
花
鳥
画

所
表
現
的
是
花
鳥
的
国
土
、
山
水
画
所
表
現
的
是
山
水
的
国
土
。
西
洋
人
的
思
想
、
囚
於
唯
物
的
観
念
、
奥
理
知
的
科
学
的
範
囲
、

不
能
脱
出
一
歩
一
反
之
東
洋
画
的
精
神
不
関
科
学
的
実
韓
的
精
微
、
不
求
形
似
逼
遍
真
、
但
因
有
気
韻
的
表
出
、
而
其
遍
真
反
為
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深
刻
。
因
此
東
洋
画
在
芸
術
上
佑
有
特
殊
的
地
位
(
十
六
|
十
七
頁
)
。

豊
は
引
用
符
は
つ
け
ず
、
地
の
文
章
で
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
日
本
の
南
画
家
、
橋
本
関
雪
(
一
八
八
三

l

一
九

四
五
)
、
『
南
画
へ
の
道
程
』
(
一
九
二
五
)
冒
頭
(
二
|
三
頁
)
の
ほ
ぼ
忠
実
な
翻
訳
で
あ
る
(
「
唯
物
的
観
念
」
も
原
文
の
ま
ま
だ
が
、

こ
こ
に
は
、
橋
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
露
骨
な
嫌
悪
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
)
。
す
で
に
西
棋
論
文
に
こ
の
部
分
全
体
の
引
用

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
し
引
用
は
し
な
い
が
、
橋
本
の
原
文
で
は
「
東
洋
画
の
精
神
は
科
学
的
実
態
の
精
微
に
よ
ら
ず
、
形
似

に
迫
真
を
求
め
ず
し
て
却
っ
て
迫
真
の
感
を
深
く
す
る
こ
と
に
因
て
特
異
の
地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
わ
ず
か
に
橋
本

の
「
特
異
」
を
豊
は
「
特
殊
」
と
改
め
て
い
る
。
だ
が
、
表
現
の
異
同
は
と
に
か
く
、
こ
れ
が
東
洋
画
ひ
い
て
は
中
国
美
術
の
「
現
代

芸
術
上
勝
利
」
と
い
う
豊
の
論
文
の
題
名
を
、
も
っ
と
も
直
裁
あ
る
い
は
露
骨
に
表
現
し
た
一
節
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い

。

豊
は
こ

う
し
て
、
論
文
全
体
の
締
め
く
く
り
と
な
る
要
の
部
分
で
、
東
洋
画
の
西
洋
画
に
対
す
る
優
位
を
説
く
に
当
た
っ
て
、

み
た
び
日
本
人

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

。

東洋画優位論の成立とその知的背景

〉ト

以
上
、
戦
前
期
の
民
園
期
中
国
と
大
正
日
本
に
お
け
る
芸
術
思
想
上
の
交
流
の
、ほん
の
一
勧
|
|
豊
子
慢
の
東
洋
画
優
位
論
と
そ

三
0

年
代
の
中
国
に
お
け
る
東
洋
優
位
思
想
、
中
華
の
伝
統
へ
の
回
帰
に
あ
っ
て
、
日
本
留
学
生
が

留
学
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
知
識
や
見
聞
が
い
か
に
活
用
さ
れ
、
影
響
を
与
え
た
の
か
の
研
究
は
、
今
日
ま
で
あ
ま
り
に
蔑
ろ
に
さ
れ
て

き
た

。

新
世
紀
の
日
中
文
学
関
係
に
展
望
を
開
く
た
め
に
は
、
戦
前
期
の
中
日
間
の
知
的
交
流
を
、
事
実
に
即
し
て
あ
ら
た
め
て
回
顧

し
、
批
判
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
の
一
環
を
な
す

。

の
背
景
ー
ー
に
照
明
を
当
て
た
。

j主
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西
模
偉
「
豊
子
憧
の
中
国
美
術
優
位
論
と
日
本
」
(
『
比
較
文
学
』
第
三
九
巻
、

一
九
九
六
年
、
五
二
|
六
六
頁
)
、
国
立
の
臼
P
E
g
y
h
b
h
b
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h
F
R
b
m
E
.
2
0

足
。
吾
、
b
m
w
S
E
。
旨
m
J
町
、h
n
p
.
H
E
b
R
R
R
h
r
b
h
h
p

足
。

S
H
H
'
H
E
m
y
司
ロ
ゲr
E
5
5

門
戸o
z
m
o
号
o
ロ
ロ
タ

H
S

斗
"
可U
・s
・
斗
め
・

3

・5
∞
・N
H
4、
ほ
か
に
西
村
富
美
子
「
『
源
氏
物
語
』
の
中
国
語
訳
及
び
訳
者
豊
子
憧
に
つ
い
て
」
(
『
愛
媛
大
学
人
文
学
会
創
立
十
五
執
念
記

念
論
集
』

「
中
国
近
代
漫
画
・
豊
子
慢
と
竹
久
夢
二
」
『
二
十
一
世
紀
』
(
香
港
)

、

一
九
九
一
年
、
一
八
五
|
二
O
六
頁
)
。
吉
川
健
一H
陸
偉
栄

ま
た
楊
暁
文
そ
の
他
の
研
究
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
陳
星
・
顧
問
、
朱
暁
江
・
主
編
『
豊
子
憧
論
』
(
西
冷
出
版
社
)
が
二

O
O
O

年
に
出
版

さ
れ
た
。
な
お
本
論
で
分
析
し
た
豊
の
論
文
は
、
西
模
偉
氏
よ
り
複
写
を
戴
い
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

川
西
横
偉
「
ゴ
ツ
ホ
は
文
人
画
家
か
」
(
『
比
較
文
学
研
究
』
七
O
号
、

一
九
九
七

、

四
|
二
十
七
頁
)
。
稲
賀
繁
美

『
絵
画
の
東
方
』
(名
古
屋
大

学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
、
第
四
章
後
半
)
。

川
稲
賀
繁
美
「
『
白
樺
』
と
造
形
美
術

再
考
|
セ
ザ
ン
ヌ
「
理
解
」
を
中
心
に
」
(
『
比
較
文
学
』

二
八
巻

一
九
九
五
年
、
七
八
|
九
一
頁
)

。

川
州
∞E
m羽
田
乙
ロm
w
m
m
\
国
0
4
2
Z

臼
3
2
5
8
5

包
冨

E
5
0
0
ロ
g
F
3
5
永
井
隆
則
(
研
究
代
表
)
『
一
九
二
0
年
代
前
後
の
日
本
に
お
け
る

セ
ザ
ン
ニ
ス
ム
』
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
次
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
(
二

O
O
二
年
、
非
売
品
)
。

間
関
連
す
る
論
文
と
し
て
、
稲
賀
繁
美

「
日
本
美
術
像
の
変
遷
」
(
『
環
』
第
六
号
、
藤
原
書
店
、
二O
O

一
年
夏
、

一
九
四
|
一
二
三
頁
)

。

同

「
「
東
方
の脅
威
」
と
「
東
方
の
知
恵
」
と
の
あ
い
だ
」
(
『
図
書
新
聞
』
二
五
三
五
号
、
二
O
O

一
年
六
月
二
日
付
)。

同
脱
稿
後
に
参
照
で
き
た
、
関
連
す
る
論
文
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
と
し
て
、

永
井
孝
則
一
日
本
の
セ
ザ
ン
ニ
ス
ム

一
九
二
0
年
代
日
本
の
人
格
主
義
セ
ザ
ン
ヌ
像
の
美
的
根
拠
と
そ
の
形
成
に
関
す
る
思
想
及
び
美
的

制
作
の
文
脈
に
つ
い
て
」
『
美
術
研
究
』
(
独
立
行
政
法
人

東
京
文
化
財
研
究
所
)
第
三
七
五
号
、
二
O
O
二
年
三
月
、
三
八
|
五
六
頁
。

-
千
葉
慶
「
田
中
豊
蔵
「
南
画
新
論
」
に
お
け
る
文
化
翻
訳
の
政
治
学
」
『
社
会
文
化
科
学
研
究
』
(
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
)

第
七
号

二
O
O

三
年
、
六
三
l

七
O
頁

。

そ
の
他
の
先
行
す
る
論
文
に
関
し
て
は
、
こ
の
両
論
文
お
よ
び
注
凶
の
永
井
編
著
を
参
照
の
こ
と
。
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東洋画優位論の成立とその知的背景

*
引
用
し
た
中
文
は
、
技
術
的
な
都
合
か
ら

た
中
文
の
校
訂
に
は
、
戦
暁
梅
博
士
の
校
闘
を
得
た

。

記
し
て
感
謝
す
る
。

一
部
、
現
代
の
活
字
に
改
め
た
。
な
お
、
文
献
に
関
し
て
、
永
井
孝
則
教
授
の
教
示
を
得
、
ま139 

t:.. * t:p 51 
)( m 
(f) I..-
~ t:.. 
n t:p 
I;: )( 

I~ l:t 

~ 11 
~ tl-r 
~ I¥J 
tw f,t. 
± W 
(f) A 

t:l 

~ iJ~ 

1m G 
~ 
1~ 
t:.. ~ 0 

~c. ~ 
l..- ii; 
-C (f) 

~ ts-
~t * T I;: 

~ ~ th 
t:.. 

0 

f,t. 
jO 

)( 
~ 
I;: 
~ 
I..-
-C 

:7k 
# 
~ 
~iJ 
~ 
& 
(f) 

~ 
~ 
~ 
1~ 

~ 

139 



編集委員

新聞一美

新上
|世示
会理き
のりに

回?:日号
顧こ中 1
ど 寸与ぶ
回て^ん

欝諒
日ミlん

係日

後藤幸良

中3和ゎ

日 11漢ど
出比ひ
長哲
学?て!千台
学三子2
.-6.かぷ三%か
τz:;;: ~、 τz:;;: ~、

4肩

者

吉原浩人

池

嶋

半
ヤ

、
一
、1

発
行
者

後藤昭雄

藤原克己

発
行
所
勉
誠
出
版
側

〒

m
l鵬
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四

1
八
|
一
ニ
六

電
話

(
O
一
ニ
)五
二

一
五
|
九
O
二
一
(
代
)

蔵中しのぶ

平
成
十
五
年
八
月
十
一
日

初
版
発
行

田中隆昭

製印
本刷

附
平
河
工
業
社

井
上
製
本
所

次

ISBN4-585-04057-9 C3090 

-¥ 

I 
*fit 

pjG ~ T -Ht~ 
+ iii5 1929€ 9€ *j 

*~i! 1£ 6 tXID 1T 1T :c 
1F ~ * ffl * * 0) O)rc. ~J?: 

)\ :nOW @I~~ 8 ~ jj --f-
r:p ~ flJ b + = {-'(; JIi~q::.~ 

~ r:n :n ~ f?ll 1t!1 s I~~lt t )(~ *ijlJ I )( 
tt ~ ttl} },&1: Iv S 11 t!J IDJX 

~~ ~n' Jv ~iJ;' 
;tt: (tf) o lIlT :x. < ~il' ~'!-:r< 
j::l]Z fJJ =~I±l XJ.i. :x. < ?Mt 
~m ~ 

- )\. r$ ~~~ XJ.i. 

*i ft ~ AA :t;;~ ~~ t*~t 9€ 'f- .., 'f- < "' li' 

fA t± 1T ~~(~ '(j( L::,.il·L::,. il· 
-;x;:: ~ , :z:;:: L' 

ISBN4-585-04057-9 C3090 




